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クトレーナーを目指していたのですか。
泉：私は、経営学部だったのですが、当時
日体協アスレティックトレーナー制度がで
きたばかりの頃でした。トレーナーになり
たいという夢があったので、卒業後は鍼灸
マッサージの専門学校に行きました。それ
からトレーナーの活動を始めたのです。
　現在の法政大学に務める前は、帝京平成
大学で教鞭をとっており、そこではじめて
アスレティックトレーナーの教育に関わる
ことができました。そこからいろいろな人
とのご縁もあり、日体協のアスレティック

アスレティックトレーナーに
なるまで
大関：今回はゴールボール日本代表のメ
ディカルサポートに携わっておられる泉先
生にお話をうかがいます。よろしくお願い
します。
　泉先生は現在、法政大学スポーツ健康学
部におられますが、先生は研究も行ってい
るのでしょうか。
泉：はい、私は博士課程まで主に筋電図
や動作分析を使った「スポーツ動作におけ
る体幹の挙動」の研究を行い、現在も研究
ベースとして続けています。ただ現在はア
スレティックトレーナーの教育がメインに
なりますので、アスレティックトレーナー
の教育に関する報告や法政大学の体育会に
おける傷害予防に関する研究を行っていま
す。なかでもメインになるのはフィールド
の研究ですが、傷害を記録してインジャ
リーデーターを出すような研究をコツコツ
と続けております。
大関：先生ご自身もかなり立派な体格です
が、どのようなスポーツをやられていたの
ですか。
泉：小さい頃はいろいろなスポーツをやっ
ていましたが、中学 2 年から近所のボクシ
ングジムでボクシングをやっていました。
ボクシングは中学 2 年から社会人になっ
てからも続け、25 歳までやっていました。
法政大学が母校なのですが、体育会でもボ
クシング部に所属していました。
大関：なるほど。その頃からアスレティッ
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の出場が決まりましたので、その大会でき
ちっとした成績を残せるよう、ヘッドコー
チを中心に強化が進められています。
　また、女子チームがはじめてパラリン
ピックに参加したのが 2004 年アテネ大会
でしたが、女子はパラリンピックには連続
出場しており、ロンドン大会では金メダル
を獲りました。しかし、次のリオ大会では
ベスト 8 でした。
大関：主に練習はどこで行っているのです
か？
泉：練習できる施設の数は少ないですが東
京地区では筑波大附属盲学校、所沢にある
国立障害者リハビリテーションセンター、
茨城の筑波技術大学とかそういった盲学校
に関連した視覚障がい者の集まるセンター
などの施設が練習の拠点になっていること
が多いです。なかでも所沢国立障害者リハ
ビリテーションセンターのある所沢市はパ
ラリンピックに向けて練習拠点として練習
場を提供してくれるということになってい
ます。全国的にも京都や岐阜、福岡などそ
れぞれの地区の盲学校や障害者センターが
中心となって拠点として合同で練習を行っ
ています。
大関：ゴールボール以外にも視覚障がい者
の方が行っている競技として、水泳、陸上、
柔道、スキー、5 人制サッカーなどがパラ
リンピックにありますね。
泉：はい、他にもさまざまな競技がありま

もゴーグルを着けて
ゴールボールを行う
ことができます。
大関：晴眼者も同じ
条件になるので一緒
にプレーできるとい
うことですね。
泉：パラリンピッ
クや視覚障害の大会
では参加できません
が、競技を楽しむこ
とはできます。
大関：ポジションは
決まっているのです
か。
泉：ポジションとしては、3 名が横一列に
並び、真ん中の選手を「センター」、左側
の選手を「レフト」、右側の選手を「ライ
ト」と呼びます。「ウィングプレーヤー」
であるレフトとライトの選手はメインで攻
撃をする役割です。センターは戦術や戦
略、守備がメインとなります。守る陣地は
3 名で 9 m になるので、一人 3 m ずつ守
ればいいのですが、ボールは真ん中に来や
すい傾向にあり、センターは相手がどこか
ら投げてくるのか音を聞き分けてサーチを
して、「左」・「右」と指示を出しながらブ
ロックします。ですからセンターは攻守の
要です。ウィングの選手はゴールぎりぎり
のコースをブロックするのと同時に攻撃の
要になります。

金メダルを獲得した女子チーム
大関：これまでの日本チームの成績はどう
でしょうか。
泉：私は男子チームに帯同しておりますが、
パラリンピックに出場したことはまだあり
ません。リオ・パラリンピック大会のアジ
ア予選も惜しいところまではいったのです
が、残念ながら出場権は獲得できませんで
した。アジアでは中国が非常に強く、なか
なか勝てないのですが、2020 年東京パラ
リンピックは開催国なので出場できます。
今年 6 月に開催される世界選手権大会へ

トレーナーの認定資格も取得しました。

ゴールボールとは
大関：ゴールボールを知らない読者の方も
いると思いますので簡単に説明していただ
けますか。
泉：ゴールボールはもともと第二次世界大
戦後に目に障害を負った傷病兵士たちのリ
ハビリとして始まったものです。パラリン
ピックの大会では 1972 年ハイデルベルグ
大会（当時西ドイツ）で公開競技となって
1976 年トロント大会（カナダ）で正式種
目となっています。
　パラリンピックは、多くのオリンピック
種目がパラリンピック種目になっているの
ですが、ゴールボールに関しては視覚障が
い者だけの競技ですので、オリンピックに
も競技種目のない、パラリンピックだけの
競技です。そういう意味では非常にユニー
クな団体競技です。
大関：1 チームは何人で構成されるのです
か。
泉：男子も女子も同様に 1 チーム 3 名で
エントリーは 6 名です。3 対 3 の対戦形式
で前半 12 分、後半 12 分、ハーフタイム 3
分で戦います（延長は 3 分×2 、ゴールデ
ンゴール形式）。
　コートは縦 9 m×横 18m（バレーボー
ルのコートと同様）で、ゴールはコートの
両サイドに幅 9 m×高さ 1.3m のサッカー
ゴールのようなゴールポストがあります

（写真 1）。そこに 1.25kg の鈴の入ったゴ
ムボールの音を聞きながら投げ合って点数
を競う競技です。ちなみに 10 点差がつく
とコールドゲームとなります。
大関：視覚障害にも等級がありますが、参
加資格はどのように決まっているのです
か。
泉：基本的には視覚に障害があれば参加で
きます。選手は全員、目にガーゼを当てて、
完全に見えないようにアイパッチし、その
上からアイシェードというスキーのゴーグ
ルのような目隠しを着けます。これはまっ
たく見えない状態になります。晴眼の方で

写真 1　ゴールボールのコート（「2018 Goalball Japan Mens 
Open」にて）
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大関：ゴールボール
で生じやすいケガや
障害にはどのような
ものがありますか。
泉：選手たちはボー
ルを投げる（転が
す）という動作が多
いので指先には非常
に気を配っていま
す。ボールを転がし
たときに地面に指が
当たってのケガがあ
りますし、繰り返し
投げるのでテーピン
グを含めて指先のケ

アが大事です。
　オーバーヘッドスポーツではないです
が、ボールを強く投げるという点では肩
の障害や体幹を横に倒しながら投げるの
で腰の障害があります。右投げの選手で
は、左足でしっかり踏み込んで、右足で蹴
るフォームになりますので左右の使い方が
違ってきます。踏み込み足である左足では
殿部や内転筋の張りが出てきますし、後ろ
足だと下腿の張りがみられます。
大関：1.25kgものボールを何度も投げるの
ですから、股関節や腰椎の障害も生じやす
いでしょうね。投げる練習も数多く行いま
すよね。
泉：必然的に投げ込み練習は多くなります
ね。視覚を奪われた状態でコースに投げ分
ける技術が要求されるので、音をしっかり
聞き分けると同時に、自分の身体がどの位
置やどの向きにあるのかを逐一確認しなが
ら正確に投げ分ける技術やトレーニングが
要求されます。
大関：ディフェンスで生じるケガや障害は
ありますか。
泉：ディフェンスは地面に寝て転がって
来るボールを止めるということになります
が、ボールが身体にぶつかりますので結構
痛いと思います。
大関：ボールは結構硬いですよね。
泉：はい。その硬いボールが身体に当た

す。「グランドソフトボール」という鈴が
入ったボールをバットで打つという、視覚
障がい者用のソフトボールや、「フロアー
バレーボール」といってバレーボールの中
に鈴が入っていて、ネットの下をくぐらせ
て行うバレーボールがあります。他に「サ
ウンドテーブルテニス」といって卓球ボー
ルの中に鈴が入っていて、卓球台の四方に
枠をつくってその中で転がして卓球をやる
というものもあります。
　伝統的にそうした競技は視覚障がい者に
広く行われています。ゴールボールは視覚
障がい者スポーツとしては新しい種目にな
ります。日本ゴールボール協会でも、もっ
とゴールボールを広めていきたいと考えて
いて、若い選手の発掘やゴールボールの普
及を行っているところです（写真 2）。

ゴールボールでの
スポーツ外傷・障害
大関：ゴールボールではポジションによっ
て発生するケガも異なりますね。
泉：攻撃では基本的には「グラウンダー」
と言いますが、1.25kg のボールを地面に
転がす動きがあります。世界レベルになる
と速くて強いボールを投げて来ます。その
ためにはしっかり踏み込んでボールを強く
転がすための筋力・スタミナが重要になり
ます。

りますので、顔に当たらないように横向き
になって腕で顔を隠す姿勢でブロックしま
す。それでも顔に当たることがあります。
　今年 1 月 7 日〜 8 日に「2018 Goalball 
Japan Men’s Open」という大会が千葉県
佐倉市民体育館で開催されたのですが、そ
の大会でも日本選手で顔面にボールが当
たって鼻血が出るケガがありました。打撲
で多い部位もやはり指ですね。指にスピー
ドボールが当たって痛めることが多いで
す。
大関：プロテクターは着けるのでしょうか。
泉：男子選手では股間にプロテクターをし
ており、他の部位にも着けている選手はい
ますが、基本的に着けない選手のほうが多
いですね。首の下から体幹前面を覆い隠す
ようなプロテクターもあり、その上にユニ
フォームを着る選手もいますが、動きが制
限されてしまいますし、暑くなるので敬遠
する選手が多いのかもしれません。

視覚障害のある選手との
コミュニケーション
大関：視覚障害のある選手とコミュニケー
ションとることで気をつけていることはあ
りますか。
泉：私のキャリアのスタートが盲学校の教
員で、鍼灸マッサージを教える過程で 3 年
間教員を行っていました。そうした経験も
ありパラスポーツに関わりたいと思ってい
ました。その頃から心がけていましたが、
見えていれば何も言わなくても相手の動き
はわかるのですが、見えない・見えにくい
方たちは足音で誰が来ているか判別できる
こともありますが、できるだけ積極的に声
を出すようにしています。「おはよう」「こ
んにちは」の挨拶だけではなく、誰に向
かって話をしているのかわかるように、必
ず相手の名前を言ってから挨拶や話を始め
るようにしています。これは非常に重要な
ポイントだと思います。
大関：実際に選手のケアをする場合も同じ
ですね。
泉：そうです。ぼやっと見えている選手に

Dr.大関の複眼インタビュー

写真 2　日本ゴールボール協会 HP（http://www.jgba.jp/）
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Dr.大関の複眼インタビュー

は、新しい動きやトレーニングを見せてや
らせますが、全盲に近い選手ですと動きを
実際にやらせてみながら「ここでこういう
ふうになったときに力が入るから、こうい
う姿勢をとるんだよ」と丁寧に教える必要
があり、新しい動作の指導には時間がかか
ります。そういうところに丁寧にしっかり
時間をかけるということはこの競技のみで
なく、視覚障がい者競技においては肝だと
思っています。

2020に向けた
メディカル体制について
大関：2020 年パラリンピックが東京で開
催されますが、メディカル面で今後改善し
ていきたいと思っていることを教えてくだ
さい。
泉：現在、男子チームは 3 名のトレーナー
で関わっています。これまで月 1 回合宿を
行ってきて、次年度はさらに回数が増える
ことになっています。代表チームとして集
まって練習ができる時間は限られています
ので、そこでは選手に話を聞いて、この 1
カ月はどうだったかなどメディカルの対応
として話を聞くことができますが、普段の
練習のときにどのような練習を行っている
のか、とくにメディカルの面ではオーバー
ユースや急性のケガなど身体の何らかの不
調をどのようにモニターしていくかが一番
難しいと感じています。
大関：視覚障害という点では眼科ドクター
の関わりもありますよね。
泉：おっしゃるとおり、視覚障害のスポー
ツなので見えにくさによってクラス分けが
必要になってきますが、その専門的なクラ
ス分けに関わるドクターに眼科医が多いの
で、必然と眼科医と関わる機会は多いです。
ただし、そうした先生方とのコンタクトは
協会本体のほうが行っていることが多いよ
うです。
　トレーナーの立場から言うとオーバー
ユースが多い競技なので、整形外科のドク
ターとどのようにコンタクトしていくかが
課題です。視覚障がい者は行動や移動が制

限されてしまうので、「この病院の先生に
診てもらうといいよ」と薦めても、とくに
地方の場合はなかなか一人で行きにくいと
いう現状もあり、選手が「大丈夫です」と
我慢してしまいがちです。そういう課題は
あると思います。

視覚障がい者の社会参加
大関：2020 年も近づいてきましたが、取
り巻く環境は変わってきていますか。
泉：そうですね、東京オリンピック・パラ
リンピックが開催されるということもあっ
て、ゴールボールを中心にやっていきたい
という選手たちに支援をしてくれるスポン
サーが増えています。パラリンピアンたち
が競技しやすい環境になってきているとい
うことは実感します。
大関：ゴールボールを知らないという方へ
メッセージはありますか。
泉：実際に見る機会は少ないと思います
が、ゴールボールに限らずパラスポーツ
全体が広まって欲しいと思っています。
Facebook やインターネットなどで、日本
ゴールボール協会でも大会情報を発信して
おり、是非、生の試合を見ていただきたい
です。
　女子はパラリンピックでもメダルを獲っ
ており、メディアに出る機会も多いですが、
男子はスピードとパワーが全面に出て、実
際にご覧になると驚かれると思います。ま
た、ルールは非常にシンプルですが、技術
や戦術も奥深いのでどうやって点が入るの
かというところまで見ていただきたいで
す。
大関：視覚障がい者の方の社会参加につい
てはどうでしょうか。
泉：視覚障がい者の数自体は減ってきてい
るのですが、それでも糖尿病や網膜色素変
性症や遺伝や生活習慣によって視覚障害に
なってしまう方はいらっしゃいます。日本
の場合、視覚障がい者の社会参加というと、
伝統的に鍼灸マッサージということになり
ます。それはそれでいいことだと思います
が、それ以外の選択肢はまだ難しいところ
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です。視覚障がい者の皆さんがどのように
社会に参加していくのかは課題でして、晴
眼者と同じように働ける環境が広がってい
くことを期待しています。
大関：最後に今後の抱負をお願いします。
泉：私はゴールボールのトレーナーをやっ
ておりますが、大学ではアスレティックト
レーナーや学生トレーナーの教育に携わっ
ています。その立場から言うと、ケガを予
防してサポートするスタッフを目指す若者
たちが、あらゆるスポーツ現場で活躍でき
る環境づくりが大事だと思います。
　さらに多くの方々にスポーツ参加を促せ
て、ハッピーなスポーツライフを送れると
いう環境を 2020 年までのレガシーにする
必要あるだろうと考えています。オリン
ピック・パラリンピックを成功させるのは
もちろんですが、子どもから高齢者までス
ポーツを安全に誰でもが参加できるような
環境になればと思っています。
大関：そうなるといいですね。今日はどう
もありがとうございました。


